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　◆　アメリカ追従に悲しくなった　昨日はあんな卑劣な強行採決をする政党を多数国会に居座らせていることに、ふがいなさをいやになるほど感じた一日でした。そして今日の「思いやり予算」の内容は、どこまでアメリカに追従するのかと、悲しくなりました。アメリカのやってきた戦争、これからやろうとしている戦争の実態を表しているYouTubeの映像は衝撃的で言葉を失います。戦争法に賛成する人はこれを見てどう思うのか問いたい気持ちです。違憲であるこの法に、私たちは言い続けること、賛成した議員をしっかり忘れないでいること。今はそういう気持ちでいっぱいです。（匿名希望）


　◆　安保条約を許したことが…　安保条約を許したことが、地位協定でどんどん変えてアメリカの肩代わりをさせられている事実がよくわかった。「思いやり」は日本の国民に戻してほしい。そんな政治にしてほしいと切に思いました。（小島町・佐藤敦子）


　◆　米国在住の甥と話したい　面白い映画を拝見しました。 米国在住の甥は米軍が沖縄に４万人もいることは知りませんでした。海兵隊は既にグアムに移駐したと思っているようです。そういう議論が米国の議会で議論されていたからですが、それで今回、３年ぶりで来日した折に沖縄に行って普天間や辺野古を見に行きました。そういう折だけに、大変興味深く見ました。また甥と話してみたいです。（多摩市・鈴木幸明）


　◆　米国に払った税金と東北のいま　映画を拝見して私たちの税金がいかに無駄に米国に支払われているかを痛感しました。それに引き替え東北の方々には４年半経っても仮設暮らし。心あるものがもっともっと声を上げていかなければ、とつくづく思います。（下石原・菊池公子）


　◆　戦争で成り立つ米国　改めて米国という国歌が戦争によって成り立っていることを教えられました。一方わが国もそれに右へならえして追従しておりその象徴が「思いやり予算」なのでしょう。カネと暴力だけが「価値」である国にはしてはいけないと思います。そのためには一人ひとりがそのための行動をすることは必須です。（国領町・大土　洋）


　◆　独立国とは言えない　日本はアメリカの従属国となっていることがよくわかりました。独立国とは言えない、という意味です。軍事、経済の面で首根っこを押さえられています。


（柴崎・日置克之）


　◆　情けないです　改めてアメリカべったりの日本の姿勢がはっきりしました。集団的自衛権がその行く先のように思いました。第２次大戦の敗戦国、ドイツ、イタリアにも外国（米国）からの要求はあるそうですが、その度合いは日本が突出していると聞きました。日本は未だに独立国でなく、植民地なのですね。情けないです。（小島町・関口暢子）


　◆　日本人の誇りを　


  思いやり予算については前から腹が立っていましたが、詳細を知り呆れかえった。日本政府はなんたる腰抜けか。あまりにも卑屈、情けない。日本としての、日本人としての誇りを取り戻したい。血と汗と涙のわれわれの税金を、米国軍隊のため、無駄遣いされたくない。もっと、日本国民として問題にし、政府に改めさせなければ行けない。（下石原・鵜澤希伊子）


　◆　学習会に好適、おすすめです　１９６４年アメリカテキサス生れのリラン・バクレーさんの制作。バクレーさんは、高校１年で日本にホームステイして以来、日本と深く関わって、今青山学院大学で英語講師、日米双方の暮らし・文化・言葉に通じています。「アメリカが、外国軍隊の駐屯のために家族住宅やゴルフ場まで負担し、外国軍に提供するためにカリフォルニア湾に洋上基地を作る、としたら、どう思うか？」　という問いかけで、日本国がやっている「思いやり」を考えさせるなど、カラッと明るい画面で面白く、よくできていると思いました。税の使い方、納税者意識について、学習会などに好適、おすすめです。                                （若葉町・むらき数子）


　◆　タイムリーな企画です　日本の平和の進路が戦争への道に１８０度転換された日にタイムリーな企画です。特定秘密保護法、武器輸出規制への緩和、そして集団的自衛権の行使と、米軍の下請けを強める中、このドキュメンタリーは重要な知識と情報を与えてくれます。米軍と一体になっての海外派兵によって日本人が「殺し、殺される」現実が迫る。「思いやり予算おかしいよ」という人々の声からも、軍需から民生への切換えが平和を創るというメッセージが浮き彫りになる。日本国憲法こそその柱だと確信できる。（杉並区　小田川　興）
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１０月１７日（土）第１０６回例会


歩く人が多くなると 初めて道ができる


　　戦争法に反対するたたかいの経過と展望


　於・あくろすホール　　13時半～　


　お話・高田　健さん（九条の会事務局）





１１月１８日（水）


第１０７回例会（フィールドワーク）�海と陸から見る横須賀基地


　8時半京王稲田堤集合、15時半横須賀中央駅解散


　レクチャー・鈴木和弘さん（横須賀平和委員会）





みなさんのご意見・ご希望をお寄せください


　９月19日未明に安倍政権は「戦争法案」を強行採決しました。卑劣な「まやかし採決」は明らかに無効ですが、政府はこれにもとづいて、本格的な憲法破壊に乗り出そうとしています。これは「調布九条の会」の出番です。１２月以降の例会について、みなさんのご意見やご希望をお寄せください。
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